
（
要
旨
）
住
民
の
「
犯
罪
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
自
発

的
な
取
り
組
み
や
防
犯
意
識

の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
、

国
や
自
治
体
が
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
支
援
す
る
こ
と
を

責
務
と
す
る
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
「
地
域
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
推
進
法
」（
仮
称
）

を
早
期
に
制
定
す
る
よ
う
強

く
要
望
し
ま
す
。

記

１
．
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

「
民
間
交
番
」
な
ど
の
防
犯
拠

点
を
整
備
す
る
。

２
．
子
ど
も
の
安
全
確
保
の

た
め
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
（
地
域
学
校
安
全
指

導
員
）
等
の
配
置
、
緊
急
通

報
装
置
の
設
置
を
促
進
す
る
。

３
．
地
域
住
民
と
自
治
体
が

地
域
の
安
全
の
た
め
に
協
力

し
や
す
い
環
境
整
備
を
推
進

す
る
。

（
送
付
先
）

内
閣
総
理
大
臣 

福
田
康
夫

総
務
大
臣 

増
田
寛
也

ほ
か

（
要
旨
）
い
じ
め
や
不
登
校
で

苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
次
の
教
育
環
境

づ
く
り
を
速
や
か
に
実
施
す

る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

記

１
．
子
ど
も
同
士
の
人
間
関

係
、〝
絆
〞
の
回
復
を
図
る
た

め
の
第
三
者
機
関
に
よ
る「
い

じ
め
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
」（
仮
称
）

を
設
置
す
る
。

２
．
地
域
の
中
に
子
ど
も
が

安
心
で
き
る
居
場
所
と
し
て

「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
仮

称
）
を
設
置
す
る
。

３
．
教
員
志
望
の
学
生
等

を
家
庭
や
学
校
に
派
遣
す
る

「
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
制
度
」

を
全
国
で
実
施
す
る
。

（
送
付
先
）

内
閣
総
理
大
臣 

福
田
康
夫

文
部
科
学
大
臣  

渡
海
紀
三
朗

総
務
大
臣  

増
田
寛
也

　
　
　
（
全
員
賛
成
で
採
択
）

（
要
旨
）
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
問
題
点
を
解
決
す
る

た
め
、国（
政
府
関
係
機
関
）・

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
に
対
し
て
意
見
書
を

提
出
さ
れ
る
よ
う
請
願
し
ま

す
。

【
国
に
対
し
て
】

１
．
国
の
財
政
負
担
割
合
を

引
き
上
げ
る
こ
と
。

２
．
子
ど
も
の
社
会
保
険
の

扶
養
に
な
っ
て
い
る
後
期
高

齢
者
等
に
は
、
保
険
料
を
賦

課
し
な
い
こ
と
。

３
．
年
金
か
ら
の
保
険
料
の

天
引
き
を
止
め
る
こ
と
。

４
．年
齢
で
医
療
に
格
差（
制

限)

を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

５
．制
度
の
実
施
に
つ
い
て
、

事
前
に
住
民
に
周
知
徹
底

し
、
後
期
高
齢
者
の
声
を
聞

（
要
旨
）
中
小
企
業
の
雇
用
や

高
度
な
技
術
を
守
り
、
事
業

承
継
を
円
滑
に
す
す
め
て
い

く
た
め
に
、
税
制
改
正
な
ど

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。記

１
．
相
続
税
の
減
免
措
置
の

拡
充
を
図
る
こ
と
。

２
．
事
業
承
継
円
滑
化
の
観

点
か
ら
見
直
し
も
含
め
、
合

理
的
な
評
価
制
度
の
構
築
を

図
る
こ
と
。

３
．
相
続
税
納
税
の
円
滑
化

を
図
る
こ
と
。

４
．
事
業
承
継
の
円
滑
化
を

支
援
す
る
た
め
の
枠
組
み
を

検
討
し
、
総
合
的
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。

（
送
付
先
）

内
閣
総
理
大
臣 
福
田
康
夫

財
務
大
臣 

額
賀
福
志
郎

経
済
産
業
大
臣 

甘
利　

明
ほ
か

く
こ
と
。

【
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
対
し
て
】

１
．
保
険
料
に
つ
い
て

①
保
険
料
が
過
重
な
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
に
設
定
す
る

こ
と
。

②
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合

に
は
、
財
産
差
し
押
さ
え
な

ど
の
制
裁
措
置
を
と
ら
な
い

こ
と
。

２
．
後
期
高
齢
者
の
健
康
保

持
の
た
め
の
保
健
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
。

３
．「
広
域
連
合
運
営
協
議

会
」（
仮
称
）
を
設
置
し
、

当
事
者
、
関
係
者
の
意
見
を

十
分
反
映
さ
せ
る
こ
と
。
ま

た
、
運
営
協
議
会
を
公
開
す

る
こ
と
。

４
．
重
要
な
案
件
を
審
議
す

る
場
合
に
は
、
公
聴
会
を
開

催
す
る
こ
と
。

【
請
願
者
】

　

直
方
市
山
部
５
０
４
番
地

　

 

直
鞍
地
区
社
会
保
障
推
進

協
議
会

　
　
　

会
長　

吉 

村   

拓

【
紹
介
議
員
】

　
　
　

    

松 

本  

典 

子
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い
じ
め
・
不
登
校
対

策
の
た
め
の
施
策
を

求
め
る
意
見
書

「
地
域
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
推
進
法
」
の

早
期
制
定
を
求
め
る

意
見
書

中
小
企
業
の
事
業
承
継

円
滑
化
の
た
め
の
税
制

改
正
を
求
め
る
意
見
書

意 見 書
議員発議による意見書３件を全会一致で可決し、
関係機関宛送付しました。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
充
実
を
求
め
る
た
め

の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願 請

願



交通安全指導をされている地域のボランティア
（西川小校区）

改修の陳情が出ている特別教室棟

　
　
　
（
全
員
賛
成
で
採
択
）

（
要
旨
）
特
別
教
室
棟
の
二

階
床
面
が
老
朽
化
し
、
平
成

17
年
９
月
よ
り
、
約
２
年
間

に
わ
た
り
使
用
で
き
な
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
図
書
室
や
音
楽

室
な
ど
が
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
早
期
に
改
修
さ
れ
る

よ
う
陳
情
い
た
し
ま
す
。

【
陳
情
者
】

　

剣
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

会
長　

黒 

谷 

淳 

祐

　
　
　
　
　

 

外
役
員
一
同

　
　
　
（
全
員
賛
成
で
採
択
）

（
要
旨
）　

地
方
財
政
が
逼
迫

す
る
中
、
公
共
工
事
も
大
幅

に
減
少
し
、
町
内
業
者
の
経

営
の
安
定
と
労
働
者
の
雇
用

確
保
が
懸
念
さ
れ
、
地
元
経

済
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

町
内
業
者
育
成
の
た
め
に
、

要
望
事
項
を
ご
協
議
の
上
、

ご
配
慮
い
た
だ
く
よ
う
陳
情

い
た
し
ま
す
。

【
要
望
事
項
】

国
・
福
岡
県
等
に
予
定
事
業

の
早
期
着
工
の
働
き
か
け

○ 

鞍
手
町
公
共
下
水
道
の
供

用
開
始
地
域
の
拡
大

〇 

急
傾
斜
地
区
等
、
緊
急
を

要
す
る
工
事
の
早
期
発
注

〇 

筑
豊
イ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
早
期
供
用
開
始

鞍
手
町
発
展
・
地
元
経
済

の
活
性
化
を
望
む
施
策

○
企
業
誘
致
の
推
進

【
陳
情
者
】

鞍
手
町
地
域
開
発
協
力
会

理
事
長　

水 

摩 

敏 

男

町
民
の
安
全
を
確
保
し
、

ま
た
不
安
を
な
く
す
こ
と
は

大
変
な
こ
と
で
す
。

こ
の
条
例
で
そ
れ
が
で
き

る
の
で
す
か
。

当
町
が
犯
罪
な
ど
の
な

い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
安
全
な
町
づ
く
り

の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

や
、
方
向
性
な
ど
の
理
念
を

示
し
、
目
標
の
達
成
に
向
け

て
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
や

団
体
の
協
力
を
求
め
る
も
の

で
す
。町

は
、
町
民
が
自
主
的

に
行
う
活
動
に
対
し
、
情
報

の
提
供
、
助
言
な
ど
を
行
う

と
し
て
い
る
が
、
財
政
的
な

支
援
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
で
す
か
。

防
犯
協
会
や
交
通
安
全

協
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
安
全
安

心
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
る
団
体
に
対
し
て
は
、

現
在
負
担
金
や
助
成
金
の

形
で
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
基
本
的

な
考
え
方
を
示
す
理
念
的
な

条
例
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ

を
基
に
新
た
な
事
業
を
起
こ

す
考
え
が
あ
る
の
で
す
か
。

す
で
に
直
方
警
察
署
管

内
に
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
連
絡
協
議
会
が
設
置

さ
れ
、
本
町
か
ら
も
賛
同
す

る
機
関
や
団
体
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
基
本
的

な
考
え
方
を
示
す
も
の
で
す

の
で
、
制
度
、
要
綱
、
機
関

等
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
で
す
か
。

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
新
た
な
条
項
や
条
例

の
改
正
、
要
綱
や
規
則
な
ど

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。交

差
点
付
近
は
事
故
が

発
生
す
る
危
険
箇
所
で
す
。

町
は
、
責
務
と
し
て
改
善

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
で
す
か
。

交
通
安
全
対
策
は
、
町

と
し
て
、
基
本
に
定
め
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

現
在
小
学
校
の
下
校
時
、

３
人
の
警
察
Ｏ
Ｂ
の
方
に
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

人
員
が
少
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
的
な
活
動
で
大
変
で
す
。

万
一
辞
め
ら
れ
て
、
人
員

が
確
保
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の

で
す
か
。

団
塊
の
世
代
で
退
職
さ

れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
の
方
々
に
応

援
を
お
願
い
し
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

雇
用
確
保
に
伴
う
陳
情
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鞍
手
町
安
全
安
心
ま
ち

づ
く
り
条
例

剣
南
小
学
校
特
別
教

室
棟
の
早
期
改
修
を

求
め
る
陳
情

Ａ ＱＡ Ｑ

ＡＡ Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ Ａ

Ｑ

質
疑
・
答
弁
か
ら

陳

情


